
この本は、木村利人恵泉女学園大学学長

と折茂肇健康科学大学学長の編集による17

人の時宜にかなう好著である。本著は4部に

分かれて、高齢者の「生の充実・いのちの終

わり」をまとめている。

冒頭に、折茂氏が、「活気ある長寿社会を目

指して――21世紀の新しい健康づくり――」

を述べている。

まず第1部「高齢者の生の充実を求めて」

では、日野原重明氏の提唱から始まり（後述）、

森岡茂夫氏から「プロダクティブ・エイジン

グを目指して――ILCの活動と事例を手がか

りに――」にて国際長寿センターとその理念

について解説がある。高齢者を社会の弱者

として捉えるのではなく、すべての人々が老

いてもなお、ますます社会にとって必要な存

在としてあり続けることを目指していると語

っている。

第2部「高齢者のいのちの終わり方」では

佐藤智氏が、「在宅でこそ その人らしく 死を

迎えられる――医師としての看取りの経験

から――」として、氏が開発されたライフケ

アシステムでは、在宅死が極めて高く、2004

年では51.8%であり、その考えが評者と一

致する。評者は1977年我が国にホスピスケ

アを紹介したが、ホスピスとは建物ではな

く理念であると感得し、ホスピス指導者ソ

ンダース氏の来日時のすすめもあって、有

床診療所の入院医療から、癌在宅末期医療

に切り替えていたので（現在は息子と在宅療養

支援診療所の働き）、極めてよく共感できた。

第3部「高齢者の自立とケア――日本と欧

米の事例から――」では坂巻潤子氏ほかによ

り、そして第4部は「座談会 高齢者の生の充

実といのちの終わり方をめぐって」を木村氏

司会で、折茂氏、アルフォンス・デーケン氏、

袖井孝子氏の3人によって話されている。座

談会の冒頭で、折茂氏は、今までの老年医学

が、死を取り上げてこなかったのは、大きな

問題だったと述べ、現代人は死を科学的な方

法として解決しようとしていることに疑問

を提示している。さらに、高齢者の医療は単

なる延命のためではなく、生活の質（QOL）を

重視し、生活の機能障害の予防を最終目的に

すべしと語っている。

また、デーケン氏は、86年を「死の準備教

育」の年としたことから、日本の20世紀の医

療は、肉体的生命の延長に成功したが、21世

紀の医療においては、日本の医学・看護学は、

生命の長さだけではなく、生命や生活の質を

高めることに挑戦すべきと説いている。そ

して、人間は本質的には文化的な存在であっ

て、老人ホームや病院に文化的な潤いがなけ

れば、これは「文化的な死」だと憂えている。

また、袖井孝子氏は、同氏がお茶の水女子

大学に立ち上げた「Quality of Death（QOD）

研究会」から、よりよい死、質の高い死を迎

えることを考えている。

木村氏は、医師はもちろん、医療関係者が、

身体だけではなく、心のスピリチュアルケア

を行う必要性を訴え、最後にいのちの終わり

方について4氏で語り合っている。折茂氏は、

赤ん坊を取り上げる助産婦という職業があ

るように、死者を介護するための“death

helper” のような職の人が必要ではないかと

も述べている。

この著作を読み、日頃から高齢者の生と死

を考えている私として、いきいきした老後を

過ごし、安らかな死を迎えるためには、やは

り日頃から身体的リハビリに留意するとと

もに、日野原氏が提唱されるように

①人と社会を愛し

②創（はじ）めることに挑戦し

③体、心を忍耐すること

の三つに賛同する。それこそが、クリエイテ

ィブ・エイジングではないかと。

全医療人のみならず、高齢市民の方々に

ぜひ読んでほしい本である。
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